
Ⅶ 成果と問題点

１ 道央部の虎杖浜式・沼尻式とアルトリ式土器について

本遺跡では恵庭市内の調査に於いて１３例目となる貝殻文土器を検出し、さらに１軒ではあるが同時

期の住居を検出した。本文中でも述べたが、本遺跡出土貝殻文平底土器は、口縁～胴部上半にかけて

貝殻腹縁文により文様が描かれるもの、弧状の条痕によって全面が調整されるもの、口縁直下に貝殻

腹縁圧痕文が施される隆帯がつけられるものなど、文様構成、器形の上では虎杖浜式・沼尻式～アル

トリ式の範疇に入るものである。中でも住居Ｈ５出土資料は、床面から出土した良好な一括資料であ

る。これらのことを踏まえ、近隣の出土例を参考にしながらこの時期の様相について述べておく。

恵庭市近辺（小樽市、札幌市、江別市、恵庭市、千歳市、北広島市）において虎杖浜式・沼尻式か

らアルトリ式とみられる貝殻文土器が出土している遺跡は４８遺跡にのぼる。地図の大きさの都合上、

小樽市の遺跡は含めることができなかったが、４７遺跡についての地点を落としてみた。地図は等高線

を平成６年に修正測量された国土地理院５万分の１地形図から、河川を明治４２年、大正６年に測量さ

れた陸地測量部発行北海道仮製５万分の１地形図からトレースし、両者を合成したものである。

遺跡はいずれもかなり断片的な資料が多く、これだけの遺跡で出土が確認されているにも関わらず、

復原され器形、文様などの特色がわかったものは本遺跡の２例を含めても１９個体に過ぎない。遺構に

ついても同様で、恵庭市島松仲町遺跡の集石遺構、札幌市Ｔ２８１遺跡の土壙、江別市大麻１５遺跡の数

基の土壙にその可能性があり、やや遠くなるが小樽市の塩谷３遺跡では住居２軒が検出されるに留

まっている。このように不十分な中ではあるが、これらの遺跡について以下に分析してみる。

まず各遺跡の土器文様上の差異を明らかにするため貝殻文の調整方法、整形方法の一部について、

その有無を表にしてみた。●をつけたものが存在を確認できるものである。報告書の記載をもとに作

成したが、写真図版から判断したものもある。数は少ないが明確ではないものもあり「？」を記した。

各要素は以下の通りである。

１貝殻押引文 ２刺突文（列点文） ３無文 ４貝殻腹縁圧痕文 ５口縁下の斜位の腹縁圧痕 ６

切り出し状の口縁 ７縦位の条痕 ８横位の条痕 ９沈線 １０隆帯

これらのうち１、２、４、６はどちらかといえば虎杖浜式に結びつく古手の技術に基づくもの。８、

１０に関してはアルトリ式によくみられる新しい技術であるということができる。古手の虎杖浜式の特

徴が色濃いものは、札幌市Ｓ２６７・２６８遺跡に顕著なほか、江別市７丁目沢２遺跡、千歳市キウス５遺

跡において出土している。全ての遺跡において貝殻腹縁圧痕文が器面全体に施されるものがあるが、

Ｓ２６７・２６８遺跡の復原もしくは復原に近い３個体（１３）は、全て波状口縁を呈し、器形はやや口縁に

向かって開き気味である。口唇は切り出し状であり内２例の端部には腹縁による細かい刻みが施され

ている。７丁目沢２遺跡では１９９２年の調査で、破片資料ではあるが、器面全体に貝殻腹縁圧痕文が施

され、波状口縁を呈するとみられるものがある。キウス５遺跡では条痕と貝殻腹縁文が複合して器面

全体に施文される平縁の土器（４５）がある。一方、典型的なアルトリ式に相当するとみられるものは、

恵庭市島松仲町遺跡、中島松５遺跡Ｂ地点、北広島市北の里３遺跡、千歳市オサツ１６遺跡から出土し

ている。島松仲町遺跡、中島松５遺跡では復原個体は得られていないが、それぞれ条痕が横位に施文

される破片が多く、貝殻腹縁圧痕による刻みのはいる隆帯が口縁直下に施されるものがある。北の里

３遺跡では復原されたものはないが、隆帯が付き、条痕が横位に施されるものがある。オサツ１６遺跡
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では刻みのつく隆帯が施される復原土器（４６）がある。

これらのことから、典型的な虎杖浜・沼尻式は現在のところ野幌丘陵西側と千歳市キウス遺跡を中

心として出土し、アルトリ式は地図上のほぼ全域にわたって出土している。しかし、調査遺跡が河川

改修に伴うものが多く、分布状況に偏りがあることが予想され、また施文要素としても虎杖浜式・沼

尻式とアルトリ式を明確に区分できるには至らないため、分布範囲の可能性のみ指摘しておく。

また施文要素のひとつとしてあげた口縁下に施された斜位の腹縁圧痕文は、これまでの虎杖浜式、

アルトリ式のなかにはあまり認められないものであった。類似するものは標識資料であるアルトリ遺

跡に於いて隆帯上に限って（竹田 １９５６、第２図３，８，１４など）施文されており、芦別市滝里４遺跡

では破片が５点掲載（北埋調報９８ １９９６ 図Ⅴ－２５－１９９～２０３）されるのみである。唯一多く出土し

ているのが比較的近隣の遺跡といえる赤井川村日の出遺跡において、１つの復原個体を含めやや纏

まって出土している（北埋調報１６１ 図Ⅳ－２３－１、Ⅳ－２４－１４、１７～１９）。これに対して、恵庭市の

近隣の遺跡ではこの文様が多く出土し、本遺跡の２例（３９）をはじめ、札幌市Ｓ２４２（小野幌）遺跡、

小樽市塩谷３遺跡で復原個体が出土しているほか、北広島市北の里３遺跡でも多く出土している。そ

の総数は４３遺跡中１８遺跡、掲載資料５点以下の遺跡を除くと５３％の遺跡で出土している。さらに標識

資料では隆帯上に限られていたこの圧痕が隆帯を伴わずに施文されているものは１８遺跡中１１遺跡と多

く、この口縁下の斜位の圧痕はこの地区特有の文様であった可能性がある。

これまで何度か述べたように、当地区の虎杖浜式・沼尻式、アルトリ式土器は今だ未だ断片的な資

料であるため、これ以上の文様、分析は今後住居跡を多数伴うような遺跡の調査を待って行いたいと

考えている。 （立田）

＝報告書掲載点数５点以下の参考資料

表Ⅶ－１－１ 恵庭市近辺の虎杖浜・沼尻式、アルトリ式出土遺跡一覧
番
号 市町村名 遺 跡 名 文 様 要 素 報 告 書 名 刊 行 年 備考（遺構など）１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０
１ 江別市 坊主山遺跡 ● 河野本道他／『江別市史』 １９７０
２ 西野幌１１遺跡 ● ● 江別市教育委員会／西野幌１１遺跡 １９９３
３ 西野幌１２遺跡 ● ● 北埋調報 ５４ １９８９
４ 大麻１遺跡 ● ● ● ● 北埋調報 ２ １９８１
５ 大麻１３遺跡 ● ● 江別市教育委員会／江別市文化財調査報告書３５集 １９９０
６ 大麻１５遺跡 ● ● ● ● ● ● ● 江別市教育委員会／江別市文化財調査報告書２２、４５集 １９９１ １９８６ 土壙？
７ ７丁目沢２遺跡 ● ● 江別市教育委員会／江別市文化財調査報告書５５、６０、７８集 １９９２～６
８ 吉井の沢１遺跡 ● ● ● ● ● ● ● 北埋調報 ５ １９８１
９ 吉井の沢２遺跡 ● 江別市教育委員会／江別市文化財調査報告書１０４集 ２００２
１０ 町村農場１遺跡 ● ● ● ● ● 江別市教育委員会／江別市文化財調査報告書１７、６２、７２、８０、８４集 １９８３ １９９３ １９９５ １９９０
１１ 高砂遺跡 ● ● ？ ● ？ ● 江別市教育委員会／江別市文化財調査報告書３６、４４、４６、５８、７９、９３、９５集 １９９０１９９１１９９３１９９６１９９９２０００
１２ 後藤遺跡 ● 江別市教育委員会／江別市文化財調査報告書３９ １９９０
１３ 札幌市 Ｓ２６７・２６８遺跡 ● ● ● ● ● ● ● 札幌市教育委員会／札幌市文化財調査報告書ⅩⅣ １９７７
１４ Ｓ４１１遺跡 ● ● ● 札幌市教育委員会／札幌市文化財調査報告書ⅩⅧ １９７８
１５ Ｓ１５３遺跡 ● ● ● ● 札幌市教育委員会／札幌市文化財調査報告書Ⅹ、ⅩⅩⅩⅣ １９７６ １９８２
１６ Ｓ２６５遺跡 ● ● ● ● ● ● 札幌市教育委員会／札幌市文化財調査報告書ⅩⅤ １９７７
１７ Ｓ２３７遺跡 ● ● ● 羽賀 １９７６より １９７６
１８ Ｓ３２９遺跡 羽賀 １９７６より １９７６
１９ Ｓ５０５遺跡 ● 札幌市教育委員会／札幌市文化財調査報告書６７ ２００２
２０ Ｔ７７遺跡 ● ● ● ● 札幌市教育委員会／札幌市文化財調査報告書Ⅲ １９７４
２１ Ｔ２１０遺跡 ● ● ● ● ● ● ● ● 札幌市教育委員会／札幌市文化財調査報告書Ⅷ １９７６
２２ Ｔ１５１遺跡 ● ● ● 札幌市教育委員会／札幌市文化財調査報告書ⅩⅩⅥ、ⅩＬⅣ １９８３ １９９３
２３ Ｔ４６６遺跡 ● ● ● 札幌市教育委員会／札幌市文化財調査報告書ⅩⅩⅦ １９８４
２４ Ｔ７１遺跡 ● ● ● ● ● ● 札幌市教育委員会／札幌市文化財調査報告書４７ １９９５
２５ Ｔ３１０（平岸坊主山）遺跡 ● 畑 宏明他／札幌市平岸坊主山遺跡 Aynu MoshiriⅡ １９６６
２６ Ｔ２８１遺跡 ● ● ● ● ● ● ● ● 札幌市教育委員会／札幌市文化財調査報告書２１ １９７９ 土壙１
２７ Ｎ３１６遺跡 ● ● ● ● ● ● 札幌市教育委員会／札幌市文化財調査報告書ⅩＬⅤ １９９４
２８ Ｓ２４２（小野幌）遺跡 ● ● ？ ● ● 北海道先史考古学研究会／『小野幌遺跡の発掘調査（略報）』 １９７５
２９ 恵庭市 島松仲町遺跡 ● ● ● ● ● ● 恵庭市教育委員会／恵庭市発掘調査報告書 島松仲町遺跡 西島松１５遺跡Ｂ地点 １９９４
３０ 中島松１遺跡 ● 恵庭市教育委員会／恵庭市発掘調査報告書 中島松１遺跡 他 １９９２
３１ 中島松５遺跡Ｂ地点 ● ● ● ● ● ● ● ● 恵庭市教育委員会／恵庭市発掘調査報告書 中島松５遺跡Ｂ地点 中島松７遺跡Ｃ地点 １９９０ 集石１
３２ 南島松１遺跡 ● 恵庭市教育委員会／恵庭市発掘調査報告書 南島松１遺跡 南島松４遺跡 １９９１
３３ 南島松３遺跡 ● 恵庭市教育委員会／恵庭市発掘調査報告書 中島松１遺跡 他 １９９２
３４ 南島松４遺跡 ● 恵庭市教育委員会／恵庭市発掘調査報告書 中島松１遺跡 他 １９９２
３５ 西島松５遺跡 ● 北埋調報１９４ ２００３
３６ 柏木川１１遺跡 ● ● ● 恵庭市教育委員会／恵庭市発掘調査報告書 柏木川１１遺跡 １９９０
３７ 柏木川１３遺跡 ● ● ● ● ● ● 本報告
３８ ユカンボシＥ５遺跡 ● ● ● 恵庭市教育委員会／恵庭市発掘調査報告書 ユカンボシＥ５遺跡低地面における調査 １９９４
３９ ユカンボシＥ７遺跡 ● ● ● ● 北埋調報 １３２ １９９８
４０ ユカンボシＥ８遺跡 ● 恵庭市教育委員会／恵庭市発掘調査報告書 ユカンボシ E８遺跡 １９８９
４１ ルルマップ１５遺跡 ● 北埋調報 １１８ １９９６
４２ 北広島市 北の里３遺跡 ● ● ● ● 北広島市教育委員会 北の里３遺跡 ２００１
４３ 中の沢Ｂ遺跡 ● 広島町教育委員会 北海道広島町中の沢２４０～１１遺跡発掘調査報告書 １９７３
４４ 千歳市 キウス４遺跡 ● ● 北埋調報 １４４ ２０００
４５ キウス５遺跡 ● ● ● 北埋調報 １２５ １９９８
４６ オサツ１６遺跡 ● ● ● 北海道文化財保護協会／千歳市 オサツ１６遺跡�２ １９９６

４７ オサツ１８遺跡 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 北海道文化財保護協会／ポンオサツ遺跡�２、オサ
ツ１８遺跡�２、ケネフチ５遺跡�２ １９９６

４８ 小樽市 塩谷３遺跡 ● ● ● ● ● ● ● 小樽市教育委員会／小樽市埋蔵文化財調査報告書第３輯 塩谷３遺跡 １９９０ 住居２
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図Ⅶ－１－１ 恵庭市近辺の虎杖浜・沼尻式、アルトリ式土器出土遺跡位置図
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